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内部統制報告書の訂正報告書の提出に関するお知らせ 

 

当社は、本日付で公表した「過年度の有価証券報告書等の訂正報告書の提出及び過年度の決算短信

等の訂正に関するお知らせ」に記載のとおり、過年度の有価証券報告書等の訂正報告書を関東財務局

に提出するとともに、過年度の決算短信等についても訂正を行い、その内容を開示しております。 

これに伴い、金融商品取引法第24条の４の５第１項に基づき、本日、「内部統制報告書の訂正報告

書」を関東財務局に提出いたしましたので、下記のとおり、お知らせいたします。 

株主・投資家の皆様をはじめ取引先及び関係者の皆様には、ご迷惑とご心配をおかけしましたこと

を深くお詫び申し上げます。 

 

記 

 

1. 訂正の対象となる内部統制報告書 

第４期（自 2019年４月１日 至 2020年３月31日） 

第５期（自 2020年４月１日 至 2021年３月31日） 

第６期（自 2021年４月１日 至 2022年３月31日） 

 

2. 訂正の内容 

上記の内部統制報告書の記載事項のうち、３【評価結果に関する事項】を以下のとおり訂正

いたします。 

訂正箇所は＿＿＿＿を付して表示しております。 

 

 

３【評価結果に関する事項】 

（訂正前） 

上記の評価の結果、当事業年度末日時点において、当社グループの財務報告に係る内部統

制は有効であると判断しました。 

 

（訂正後） 

下記に記載した財務報告に係る内部統制の不備は、財務報告に重要な影響を及ぼすことと

なり、開示すべき重要な不備に該当するため、当事業年度末時点において、当社グループの

財務報告に係る内部統制は有効でないと判断いたしました。 

 



記 

 

当社は、人材データベース運営会社への手数料の支払について、支払漏れが生じているの

ではないかとの指摘を一部の運営会社より受けました。運営会社との協議及び社内調査を実

施した結果、手数料の支払漏れ及びそれに伴う売上原価、販売費及び一般管理費の計上漏れ

が判明いたしました。 

 

このため、当社は過年度の決算を訂正し、2020年２月６日提出の有価証券届出書、2020

年3月期から2022年3月期の有価証券報告書及び2021年3月期の第1四半期から2023年3月期

の第2四半期までの四半期報告書について、訂正報告書を提出いたしました。 

 

当社では、2016年の創業時点の事業環境において複数の人材データベースに跨って登録

をしている候補者が稀であったことから、入社に至る支援をした当社の担当者が最終的に接

点を持った運営会社に支払いを実行する形で、システム整備を含めた業務プロセスの構築を

行っておりました。このため、近年において増加してきた複数の人材データベースに跨って

登録をしている求職者が存在する場合等において、各運営会社との契約に基づいて支払先を

特定するプロセス（各人材データベースにおける接触情報の網羅的な把握と各運営会社の契

約を反映した判定）が不十分であったことが本計上漏れの直接的な要因であると認識してお

ります。また、人材データベースごとに契約に記載されている支払条件が異なっており、そ

れらの網羅的な理解や事業運営上のリスク評価と見直しが十分でなかったことも、当該プロ

セスの構築がされなかった要因であると認識しております。 

 

当社は、これらの内部統制の不備が財務報告に重要な影響を及ぼしているため、業務プロ

セスに関する内部統制について開示すべき重要な不備に該当すると判断しました。 

なお、上記事実は当事業年度末日後に発覚したため、当該不備を当事業年度末日までに是

正することができませんでした。 

 

当社は、財務報告に係る内部統制の重要性を認識しており、これらの開示すべき重要な不

備を是正するために、以下の改善策を講じて適正な内部統制の整備及び運用を図ってまいり

ます。 

（1）リスク評価会の定期的な開催 

（2）各人材データベースの利用ルールの周知徹底を図るための教育体制の再整備 

（3）各運営会社とのコミュニケーションを行う専門チームの組成 

（4）追加的な管理システム導入を含めた適切な管理体制の整備 

 

以 上 


